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１．航路改善計画の概要 

 

１）計画の目的 

 大津島～徳山航路は、大津島と本土を結ぶ唯一の交通手段であり、大津島住民や

観光客の輸送だけでなく、各種車両、生活物資等の生活に必要な物資の輸送など、

非常に重要な役割を担っています。 

近年、離島航路を取り巻く状況は、過疎化による輸送人員の減少や燃料油の価格

の高騰等に伴う欠損額の増大により、一層厳しさを増しており、運航経費を賄える

だけの収益は得られず、航路を維持するためには、国や自治体の補助金に頼らざる

を得ない状況となっています。 

当社においては、将来の欠損増大及び経営破綻を回避するため、国の求めに応

じ、平成２３年度に第一次航路改善計画、平成２８年度には第二次航路改善計画を

策定し、継続した経営改善に取り組んでまいりました。 

 しかしながら、令和２年から急速に拡大した新型コロナウィルス感染症の影響に

より利用者は激減し、運賃収入の大幅な減少を招いています。 

このほか、使用船舶においては老朽化が進んでいることなど、持続可能な航路経

営に向けた最善の方策を検討する必要があります。 

 今回、第２次航路改善計画の計画期間終了に伴い、第２次計画の経営改善の結果

を検証するとともに、引き続き将来に向けた航路の維持・存続を図るため、新たな

「航路改善計画」を策定するものです。 

 

２）航路改善計画の考え方 

大津島～徳山航路は、地区住民の通勤、通院、買物等の日常生活を支えるととも

に、生活物資や産業活動に必要な物資、さらには、電気、ガス、水道等の社会資本

を維持するために必要な資材、機器等を輸送するなど、大変重要な役割を担ってい

ます。 

このため、本航路を地区住民のライフラインと位置付け、事業者のみならず、行

政、地区住民、その他関係機関と協働して、航路の維持、存続に向けた取り組みを

行うことが必要であり、本計画はその取り組みの方向性を示すものです。 

 

３）航路改善計画の期間 

 令和４年度から令和８年度までの５年間とします。 
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２．大津島～徳山航路に係る現況 

１）大津島の状況 

（ア）人口・世帯の状況 

大津島地区の人口は、令和４年１月３１日現在で２０５人です。 

４０年前の昭和５６年１月３１日の人口が１，２０６人と比べると８３．０％

減少しています。また、平成２３年１月３１日の人口３９３人と比べても、約４

７．８％減少しています。 

世帯数についても人口と同様に減少が続いており、令和４年１月３１日現在１

５１世帯で昭和５５年１月３１日の世帯数４４１世帯と比べると６５．８％減少

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：周南市住民基本台帳  
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図１ 大津島地区の人口推移（昭和55年度から令和3年度）

441 
410 

388 

355 
329 

291 

241 

200 191 185 
171 166 158 151 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

世
帯
数
（
世
帯
）

図２ 大津島地区の世帯数の推移（昭和55年度から令和3年度）

83.0％減少 

65.8％減少 



- 3 - 
 

（イ）年齢構成、人口分布 

大津島地区の令和４年１月３１日現在の年齢構成は以下のとおりです。 

１４歳以下の人口は１人、一方６５歳以上の人口は１６４人で高齢化率は、 

８０．０％となっています。 

  また、大津島は大きく７地区に分かれており、馬島地区が５７人と最も多く、次

いで刈尾地区が４０人となっています。 

 

 

 

  表１ 大津島地区別人口             令和 4 年 1 月 31日現在 

地区名 人口（人） 比率（％） 

近江 7  3.4  

瀬戸浜 21  10.1  

刈尾 40  19.2  

本浦 37  18.3  

天浦 23  11.1  

馬島 57  27.9  

柳浦 19  9.6  

大津島以外の島の人口     

開拓地 1  0.5  

合  計 205    
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（ウ）観光関係施設利用者数 

大津島の主要な観光・集客施設として「大津島ふれあいセンター」と「回天記

念館」、研修施設「大津島海の郷」が挙げられます。 

各施設の利用者数は以下のとおりです。令和２年度は新型コロナウィルス感染

症の感染拡大防止のため、臨時休館を行っており利用者は大きく減少していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エ）大津島での主なイベント 

・さくらまつり（４月上旬頃） 

・回天烈士並びに回天搭載戦没潜水艦追悼式（11月） 

・大津島ポテトマラソン（12月上旬） 

 

※令和２年度は新型コロナウィルス感染症の感染拡大防止のため全てのイベント

を中止しています。 
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２）航路の状況 

大津島と徳山港を結ぶ定期航路は、昭和３０年１０月に新設された大津島巡航株

式会社によって運営が開始しましたが、経営は容易ではなく、昭和４８年４月に徳

山市が大津島住民の福祉と離島振興の目的から出資を行い経営に参画し、現在の第

三セクターによる運営を行っています。 

現在、「フェリー新大津島」と客船「鼓海Ⅱ」の２隻体制により海運事業を行って

おり、経営状況については、海運業収益では、過疎化・高齢化による島民の減少等

により、旅客運賃や自動車航送等の貨物運賃が減少傾向にあり、海運業費用におい

ては、船舶の老朽化による船舶の法定点検費や修繕に掛かる経費及び原油価格の高

騰による燃料潤滑費が増加傾向にあります。 

 

（ア）大津島巡航株式会社の概要              （令和 4 年 3 月現在） 

会社概要 

所在地：周南市築港町 9 番 1 号 

設  立：昭和 30 年 10月 11 日 

資本金：16,300 千円（うち 市出資金 13,700 千円、市出資割合：約 84％ 

その他 2,600 千円、島民関係者 14 名） 

市の資本参加：昭和 48 年 4 月 2 日 

３セク化の

経緯 

民間会社として設立後、島民の生活交通の確保と会社経営の安定化を

図るため、旧徳山市により増資を行い、第 3 セクター化した。 

役  員 

・代表役員：代表取締役社長 

・役員：取締役 5 名 

・監査役：2 名 

従業員数 事務職：4 名、船員：11 名 

 

（イ）航路の状況 

ⅰ）所有船舶の概要              （令和 4 年 3 月現在） 

船名 フェリー新大津島 鼓海Ⅱ 

船種 汽船 汽船 

進水 平成１６年 平成１９年 

船齢 １８年 １５年 

船舶所有者 大津島巡航㈱ 大津島巡航㈱ 

総トン数 145 59 

機関 ディーゼル ディーゼル 

連続最大出力 1,000PS 734PS☓2 基 

速力 
11.3 ノット 

（約 21km/h） 

20.0 ノット 

（約 37km/h） 

乗組員定員 ４人 ３人 

旅客定員 200 人 150 人 

搭載車両数 普通車で６台 － 
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（ウ）船員の状況 

 昨今の運輸・輸送業における船員の担い手不足という背景から、当社においても

確保すべき船員数の１１名に満たないこともありました。また、船員の高齢化も進

んでいる状況です。 
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（エ）航路利用状況 

ⅰ）輸送人員の推移                     （単位：千人） 

事業年度 
（期） 

H18 
(52期) 

H19 
(53期) 

H20 
(54期) 

H21 
(55期) 

H22 
(56期) 

H23 
(57期) 

H24 
(58期) 

H25 
(59期) 

H26 
(60期) 

H27 
(61期) 

普通旅客 
（普通券+往復券） 

73.1 83.1 64.6 66.8 62.0 58.7 60.2 61.7 56.6 55.2 

回数券旅客 27.1 29.8 26.9 27.4 26.7 23.4 23.2 26.5 21.7 20.0 

団体旅客 14.9 19.7 14.5 12.0 11.5 11.2 11.1 12.0 13.6 14.0 

定期券旅客 22.2 18.8 19.9 18.9 18.3 19.7 19.6 18.6 16.6 15.1 

自動車運転手 
（≒自動車航送台数） 4.5 4.5 4.6 4.2 4.1 4.0 4.5 5.2 3.6 3.8 

合 計 141.8 155.9 130.5 129.3 122.6 117.0 118.6 124.0 112.1 108.1 

           
事業年度 

（期） 
H28 

(62期) 

H29 
(63期) 

H30 
(64期) 

H31 
(65期) 

R2 
(66期) 

R3 
(67期) 

    

普通旅客 
（普通券+往復券） 

48.2 48.8 49.1 53.3 35.9 31.3     

回数券旅客 17.6 16.6 16.3 17.3 13.6 12.8     

団体旅客 12.8 12.1 10.2 10.2 4.6 5.1     

定期券旅客 13.5 11.6 11.3 13.8 11.6 10.7     

自動車運転手 
（≒自動車航送台数） 3.2 3.2 3.6 4.4 3.0 2.7     

合 計 95.3 92.3 90.5 99.0 68.7 62.6     

※事業年度は、前年 10 月から当該年９月末まで。 
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ⅱ）航路損益状況                      （単位：千円） 
事業年度 
（期） 

H22 
（55 期） 

H23 
（57 期） 

H24 
（58 期） 

H25 
（59 期） 

H26 
(60期) 

H27 
（61 期） 

海運業収益 94,683 89,507 92,646 100,047 85,713 84,644 

(うち運賃収入) 72,132 67,976 68,783 72,336 65,895 63,668 

海運業費用 246,587 230,121 241,296 247,661 247,264 225,779 

(うち営業費用) 216,397 198,755 213,200 219,552 218,260 195,985 

(うち一般管理費) 30,190 31,366 28,096 28,109 29,004 29,794 

営業利益 △151,904 △140,614 △148,650 △147,614 △161,551 △141,135 
       

事業年度 
（期） 

H28 
（62 期） 

H29 
（63 期） 

H30 
（64 期） 

H31/R1 
（65 期） 

R2 
(66期) 

R3 
（67 期） 

海運業収益 73,405 71,345 81,460 76,324 56,514 50,255 

(うち運賃収入) 56,204 54,654 53,068 55,787 39,584 36,357 

海運業費用 218,209 217,745 256,650 225,891 213,488 216,369 

(うち営業費用) 173,667 189,959 208,882 199,930 178,978 183,097 

(うち一般管理費) 44,542 27,786 47,768 25,961 34,510 33,272 

営業利益 △144,804 △146,400 △175,190 △149,567 △156,974 △166,114 

※事業年度は、前年 10 月から当該年９月末まで。 
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⑴ 燃料潤滑油費及び修繕費の状況 

  燃料潤滑油費は長期的な原油価格の高騰から上昇傾向にあります。 

また、修繕費は、６４期にフェリー新大津島の大規模な修繕により一時的な支

出がありましたが、長期的には３千万円前後で推移しています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅲ）補助金交付状況                     

離島航路の運営費補助金は、国、県、市から交付されています。補助金は前期

の事業年度の実績に応じて当該年度の額が決定されます。個々の年度において増

減はありますが、長期的には増加傾向となっています。 

 ※令和３年度補助金額（66期（Ｒ1.10.1～Ｒ2.9.30の実績による欠損額）） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

市補助金 12,376 25,410 22,419 21,392 22,781 31,182 21,331 29,169 26,178 32,438 25,493 28,629

県補助金 64,857 87,249 62,911 62,973 69,019 84,493 66,077 72,685 68,101 73,907 62,978 68,944

国庫補助金 60,371 44,437 55,656 66,836 59,288 48,455 45,802 41,460 53,624 70,964 64,478 61,102
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図10 離島航路の運営費補助金の推移

国庫補助金 県補助金 市補助金

61期 62期 63期 64期 65期 66期 67期

燃料潤滑油費 45,969 37,231 36,617 38,619 49,960 48,248 50,334

修繕費 29,321 33,791 35,099 60,325 42,048 25,857 32,063
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図９ 燃料潤滑油費及び修繕費の推移
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３．島内の航路従事者及び島内交通の状況 

１）航路従事者 

 旅客船を港に停泊するためには「綱とり」が必要です。現在、大津島住民によっ

て綱とりを行っていますが島民の高齢化や担い手不足により、島民の方の負担とな

っています。 

 

表２ 各港の綱とりの年齢構成        令和 4年 1 月 31日現在 

  人数 構成 年齢 

徳山港 5  巡航職員   

刈尾港 2  島民 60 代 

馬島港 2  島民 70 代、30代 

瀬戸浜港 3  島民 80 代、70代、60 代 

本浦港 3  島民 70 代、60代 

 

 

２）島内交通 

 市においては、平成２５年度から患者等輸送車をコミュニティ交通に位置付け、

自宅付近から寄港地への移動や診療所への通院、買い物等の移動手段としてコミュ

ニティバスを運行しています。人口減少に伴い減少傾向にはありますが、多くの方

が利用されており、島民の方にとっては必要不可欠な移動手段となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※H25.10.1 から開始のため H25 年度は半年分のみ計上 

 

 

  

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

利用者数 6,383 12,989 12,310 11,760 10,827 9,380 8,126 7,355

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

利
用
者
数(

人)

図11 大津島コミュニティバス利用者数の推移
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４．大津島住民アンケート 

 令和２年度に周南市において実施した大津島住民アンケートから、大津島地区の

移動ニーズや航路に対する改善点は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 大津島～徳山航路に対する改善点 
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図 12 買い物先への訪問回数 
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図 13 買い物先への移動手段（複数回答） 
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５．前計画で掲げる施策に対する取組み 

 前計画で掲げられた施策に対し、当社が実施した取組みとその結果については次

のとおりです。 

 

基本方針１ 交流人口・観光人口の拡大 

〇多様な主体との連携強化 

旅客海運事業者と乗船契約を締結し、団体旅行客の確保を推進しました。 

「大津島ポテトマラソン」等のイベント時には臨時便を運航し、参加者が島へ円

滑に渡航できるように体制を整え、大津島巡航(株)としてイベントなどの実行委員

への参加や協賛なども行いました。 

また、インターネットを活用し、当社のホームページをリニューアルし、回天記

念館や大津島ふれあいセンター等の島内施設情報や巡航船の運航状況等を掲載する

ほか、公式ツィッターの新設や山口県の離島航路のフェイスブックに掲載する等情

報発信に努めました。 

計画期間中、船員の不足や新型コロナウイルスの影響で実施できない年度もあり

ましたが、新たにビールなどの酒類を提供するビアクルーズを開始するなどチャー

ター船を運航して収益の増加に努めました。 

 

＜チャーター船の運航状況＞ 

年 度 運航回数 利用者数 貸切料収入 

令和 2年度（66期） 7回 717人 805,200円 

令和 1年度（65期） 8回 717人 852,000円 

平成 30年度（64期） 3回 278.5人 455,900円 

平成 29年度（63期） 14回 701.5人 1,279,800円 

平成 28年度（62期） 12回 620.5人 1,225,500円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

R元年度実施 

（一財）周南観光コンベンション協会

主催のビアクルーズポスター 
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基本方針２ 徹底した支出の削減 

〇運航体制の見直しによる効率化の検討 

燃料費高騰や船舶修繕費の影響を受けた年度があるものの、支出削減等の取り組

みにより６１期（平成 26年 10月～平成 27年 9月）ベースから５％の経費削減を６

６期（令和 1年 10月～令和 2年 9月）時点５．４％減で達成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針３ 安全で快適な航路利用環境の提供 

〇利用者満足度の向上 

 大津島住民や観光利用の皆さまに「おもてなしの精神」での接客を心がけるた

め、毎年度、入社した事務員や船員に対し、職場の上司からの接遇研修を実施し接

客サービスの質の向上に努めました。 

 

〇利用者ニーズに応じたダイヤ設定 

平成２９年度に大津島住民アンケートを実施し、航路の利用内容やニーズをお伺

いしました。ダイヤ変更については、島民の生活に大きく影響するため、今後の運

航体制の見直しに合わせて、運航内容ともに検討をいたします。 
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図15 海運業費用の削減率
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６．大津島～徳山航路の問題点・課題 

 これまでの結果を踏まえ、大津島～徳山航路における問題点・課題を以下のとお

り整理しました。 

 

 

① 大津島の高齢化の進行に伴い、航路を維持するための綱とりの確保が困難な状

況となっています。 

 

② 所有船舶の老朽化により、法定点検の費用や修繕費が増加しており、一般的に

は 船齢２０年程度で船舶建造の検討を行うことから、当社においても新船建造

の検討を行う時期に来ています。 

 

③ 旅客者数や貨物輸送量等が長期的な減少傾向にあることから、適正な輸送量を

確保しながら、経営の安定化を図るため、１隻体制や寄港地の集約なども視野に

効率的な運航の検討を行う必要があります。 

 

④ 新型コロナウイルスの影響により観光客が激減しており、収入確保に向け島外

からの交流人口を拡大する必要があるため、より一層多様な主体と連携を行う必

要があります。 

 

⑤ 公共交通機関である航路運航を行う事業者として、利用者の立場に立ったサー

ビス提供や安心安全の確保が引き続き求められています。 
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７．航路改善計画 

１）基本方針 

 本計画の課題解決に向けた基本方針を以下の通り設定します。 

 

 基本方針１ 運航体制の見直し （課題①②③） 

効率化を図るとともに利用者ニーズを踏まえた運航内容とし、持続可能な運航を

確保します。 

 

 基本方針２ 交流人口・観光人口の拡大 （課題④） 

周南市の観光部局をはじめとする多様な主体との連携を図り、サービスを提供す

ることによって、交流人口や観光人口を拡大し航路の利用増を図ります。 

 

 基本方針３ 安全で快適な航路利用環境の提供 （課題⑤） 

「航路を気持ちよく利用できること」を利用者の最大ニーズと位置付け、安全で

快適な航路利用環境の提供に努めます。 

 

 

 

 

２）実施施策 

 基本方針を実現するための具体的な施策を次の通りとし実施します。 

 

 基本方針１ 運航体制の見直し  

○運航体制の見直しによる効率化の検討 

 現行のフェリー・旅客船の２隻体制から１隻体制の見直しについて検討するほ

か、船舶費、船員費、燃料費などの支出削減に取り組みます。 

また、綱とりの課題解決や輸送量に応じた運航とするために、寄港地の集約につ

いても検討を行います。 

検討にあたっては、島民の生活交通としての役割を確保するため、大津島住民の

ご意見を伺いながら、市、県、国、その他関係機関とも連携を図り持続可能な運航

の実現に努めます。 

 

 基本方針２ 交流人口・観光人口の拡大  

○多様な主体との連携強化 

 周南市の観光部局や一般財団法人周南観光コンベンション協会、旅客海運業者等

との連携を強化し、大津島でのイベントや工場夜景等の観光資源を市内外に発信し

ます。また、臨時便やチャーター便の運航による交流人口や観光人口の増加を図り

ます。 
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 基本方針３ 安全で快適な航路利用環境の提供  

○利用者満足度の向上及びコロナ対策 

 住民や大津島を訪れる方に「おもてなしの精神」での接客を心がけるため、船

員、事務員に接遇教育を実施します。また、新型コロナウィルス感染症が収束する

まで、引き続き対策を講じてまいります。 

 

○快適な待合環境の確保 

 航路の利用する全ての方に快適な待合環境を提供するため、馬島待合所や令和４

年度に整備が予定されている刈尾待合所等の環境維持に努めてまいります。 

 

 

 

３）スケジュール 

 各施策の実施スケジュールは次のとおりです。 
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 巻 末 資 料  

 

〇航路図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

航路の起点、寄港地、終点及び距離、所要時間 

 
 

 

 

起点 終点 合計

港名 馬島 徳山 フェリー

各港間距離 13.6km

所要時間 44分

港名 馬島 徳山 鼓海Ⅱ

各港間距離 15.2km

所要時間 34分

港名 馬島 徳山 鼓海Ⅱ

各港間距離 13.6km

所要時間 26分

港名 本浦 徳山 鼓海Ⅱ

各港間距離 20.9km

所要時間 45分12分 6分

5.0km 1.6km 3.9km 10.4km

9分 18分

刈尾

3.9km 9.7km

9分 17分

瀬戸浜 刈尾 馬島

刈尾 瀬戸浜

3.9km 1.6km 9.7km

9分 6分 19分

寄港地

刈尾

3.9km

14分

9.7km

30分



- 18 - 
 

○時刻表（平成 25年 10月１日改定） 

●大津島⇒徳山 

便 就航船 本浦 馬島 刈尾 瀬戸浜 徳山 

1 鼓海Ⅱ 6：30 6：57 6：48 6：42 7：15 

2 フェリー新大津島  9：00 9：14  9：44 

3 鼓海Ⅱ 10：40 11：07 10：58 10：52 11：25 

4 フェリー新大津島  13：00 13：14  13：44 

5 鼓海Ⅱ  14：00 14：09  14：26 

6 鼓海Ⅱ  16：40 16：49 16：55 17：14 

7 フェリー新大津島  17：40 17：54  18：24 

 

●徳山⇒大津島 

便 就航船 徳山 瀬戸浜 刈尾 馬島 本浦 

1 フェリー新大津島 7：40  8：10 8：24  

2 鼓海Ⅱ 9：30 10：03 9：57 9：48 10：15 

3 フェリー新大津島 10：40  11：10 11：24  

4 鼓海Ⅱ 13：10  13：27 13：36  

5 鼓海Ⅱ 14：40 14：59 15：05 15：14  

6 フェリー新大津島 16：10  16：40 16：54  

7 鼓海Ⅱ 18：50 19：23 19：17 19：08 19：35 

 

○運賃（令和元年 10月 1日改定） 

旅客運賃（単位:円） 

 

 

 

 

 

 

自動車航送運賃 

車両の長さ 運 賃（円） 車両の長さ 運 賃（円） 

３ｍ未満 ３,０８０ ７ｍ以上８ｍ未満  ９,１２０ 

３ｍ以上４ｍ未満 ３,５５０ ８ｍ以上９ｍ未満 １０,７５０ 

４ｍ以上５ｍ未満 ４,５３０ ９ｍ以上 10ｍ未満 １２，３９０ 

５ｍ以上６ｍ未満 ５,９２０ 
１０ｍ以上 

１２，３９０円に１ｍ増す毎

に１,６４０円を加算した額 ６ｍ以上７ｍ未満 ７,６２０ 

本 浦 

５２０ 馬 島 

４４０ ２８０ 刈 尾 

３４０ ３８０ １７０ 瀬戸浜 

７２０ ７２０ ７２０ ７２０ 徳 山 
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手荷物運賃 

区  分 摘                  要 運 賃（円） 

受託手荷物 重量が３０kg 以下３辺の和が２ｍ以下の手荷物 １９０ 

特殊手荷物 

自転車、小児用の車その他道路運送車両法第２条第４項の軽車両 ２８０ 

原動機付自転車 ５７０ 

二輪自動車（排気量７５０ｃｃ未満） ８５０ 

二輪自動車（排気量７５０ｃｃ以上） １,１３０ 

 

小荷物運賃 

摘    要 重 量 区 分 運 賃（円） 

３辺の和が２ｍ以内で重

量が３０kg 以下の物 

１０kg 以下 １５０ 

１０kg 超２０kg 以下 ３１０ 

２０kg 超３０kg 以下 ４７０ 

 

定期旅客運賃 

通勤定期（１ヶ月）              通学定期（１ヶ月） 

区  間 運 賃（円） 
 

区  間 運 賃（円） 

大津島～徳山 ２５,９２０ 大津島～徳山 １７,２８０ 

 


